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あ
る
い
は
ド
ロ
マ
イ
ト
（
一
種
の
粘
土
）
を
発
掘
し
て
九
州
の
八
幡
製
鉄
所
に
供

給
す
る
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
産
業
の
開
発
に
努
力
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業

は
い
ず
れ
も
成
功
し
て
大
連
に
一
大
基
礎
を
形
成
し
、
是
枝
の
名
前
は
三
州
人
の

間
だ
け
で
な
く
、
大
連
に
お
け
る
邦ほ

う

人
の
間
に
重
き
を
な
し
た
。 

君
は
ま
た
、
大
連
在
留
の
三
州
人
が
四
千
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
社
交
ク
ラ
ブ
な

き
を
遺
憾
と
し
て
三
州
ク
ラ
ブ
を
新
設
し
た
。
大
正
十
四
年
大
連
に
市
制
の
布
か

る
る
や
、
君
は
三
州
人
に
推
さ
れ
て
高
点
で
市
会
議
員
に
当
選
し
た
。
趣
味
と
し

て
は
猟
銃
や
乗
馬
を
得
意
と
し
、
大
連
競
馬
ク
ラ
ブ
の
理
事
に
挙
げ
ら
れ
て
産
馬
改
良
に
も
尽
力
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
君
は
ま
た
郷

里
の
者
を
大
連
に
呼
ん
で
、
多
く
の
人
々
の
世
話
を
し
た
。
負
け
ず
嫌
い
で
仕
事
熱
中
の
君
は
遂
に
病
魔
の
冒
す
と
こ
ろ
と
な
り
、
大
連
星

ケ
浦
の
大
和
ホ
テ
ル
別
荘
や
、
長
崎
県
愛
野
村
に
保
養
し
た
が
、
遂
に
世
を
去
っ
た
。
君
に
今
少
し
寿
を
籍
し
た
な
ら
ば
、
ま
す
ま
す
大

実
業
家
と
し
て
名
を
馳は

せ
、
念
願
と
し
て
秘
め
て
い
た
代
議
士
に
も
出
馬
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

上   

村   

政   

吉 

和
田
塩
屋
の
出
身
、
砂
糖
取
引
業
界
に
お
け
る
権
威
者
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
一
月
十
八
日
―
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四

年
）
五
月
十
七
日
。
焼
酎
醸
造
屋
の
息
子
と
し
て
育
っ
た
君
は
鹿
児
島
商
業
学
校
を
卒
業
し
て
、
神
戸
の
貿
易
商
と
し
て
有
名
な
鈴
木
商

店
に
入
社
し
た
。
鈴
木
商
店
で
は
砂
糖
部
に
席
を
お
き
、
ま
も
な
く
建
設
中
の
同
店
北
九
州
の
大
里
製
糖
所
に
転
じ
た
。
そ
の
後
、
砂
糖
生

産
地
の
台
湾
に
渡
り
、
さ
ら
に
同
店
ジ
ャ
バ
支
店
支
配
人
と
し
て
赴
任
し
た
。
ジ
ャ
バ
は
キ
ュ
ー
バ
と
共
に
世
界
の
主
要
な
る
砂
糖
大
生



 

産
地
で
、
世
界
の
砂
糖
貿
易
は
こ
こ
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
、
君
は
そ
の
第
一
線
に
立
っ
て
縦
横
の
手
腕
を
振
っ
た
。
当
時
鈴
木
商
店
は

赤
字
で
苦
境
に
あ
っ
た
が
、
君
の
ジ
ャ
バ
に
お
け
る
も
う
け
で
鈴
木
商
店
発
展
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。
帰
朝
す
る
や
君
は
大
阪
支
店
長
に

挙
げ
ら
れ
、
こ
こ
で
も
砂
糖
取
引
業
界
に
頭
角
を
現
わ
し
た
。

 

す
で
に
そ
の
頃
の
鈴
木
商
店
は
三
井
、
三
菱
と
共
に
日
本
の
三
大
貿
易
商
で
あ
り
、
砂
糖
、
樟
脳
、
小
麦
、
鉄
材
な
ど
の
取
引
高
は
日

本
一
と
称
せ
ら
れ
、
ス
エ
ズ
運
河
を
通
過
す
る
万
国
商
船
の
積
荷
の
十
％
は
鈴
木
の
商
品
と
言
わ
れ
て
い
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
比
類

ま
れ
な
大
恐
慌
に
よ
っ
て
流
石
の
鈴
木
商
店
も
大
打
撃
を
受
く
る
に
至
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
君
も
や
む
な
く
鈴
木
商
店
を
退
き
、
独
立
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
君
の
独
立
は
砂
糖
問
屋
と
し
て
の
田
屋
商
店
設
立
で
あ
っ
て
、
大
阪
市
南
区
塩
町
通
一
丁
目
に
店

を
置
い
た
。
設
立
当
時
君
は
無
一
文
で
あ
っ
た
が
、
大
日
本
製
糖
会
社
々
長
藤
山
雷
太
（
自
民
党
領
袖
藤
山
愛
一
郎
の
父
）
が
上
村
な
ら

資
金
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
金
を
借
り
受
け
、
大
阪
商
人
の
土
性
骨
を
発
揮
し
て
営
々
と
し
て
田
屋
商
店
を
築
き
上
げ
た
。
現
に

田
屋
商
店
は
大
日
本
製
糖
の
特
約
店
で
あ
り
、
日
本
で
も
指
折
り
の
大
手
筋
問
屋
で
あ
る
。
ま
た
大
阪
砂
糖
取
引
所
の
大
仲
買
人
で
あ
り
、

そ
の
取
引
高
も
高
位
を
占
め
て
い
る
。 

昭
和
十
九
年
大
東
亜
戦
争
に
よ
る
企
業
整
備
の
た
め
に
、
田
屋
商
店
も
一
時

解
散
し
た
が
、
同
二
十
六
年
ふ
た
た
び
田
屋
商
店
（
株
）
を
開
設
し
て
社
長
と

な
り
、
渾
沌

こ
ん
と
ん

た
る
砂
糖
業
界
に
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
て
社
運
の
隆
盛
を
築
く

と
共
に
、
業
界
発
展
の
た
め
に
砂
糖
元
売
制
度
を
復
活
し
て
安
定
を
図
る
な
ど

多
く
の
功
績
を
残
し
た
。
お
よ
そ
砂
糖
取
引
に
し
て
君
の
関
与
し
な
い
団
体
は

第
十
編 

人 

物 
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な
く
、
常
に
卓
見
を
も
っ
て
業
界
を
指
導
し
た
。
嗣
子
一
郎
は
現
に
田
屋
商
店
の
社
長
で
あ
る
。 

   

川 

畑 

亭 
介 

辺
田
出
身
の
郷
士
、
初
め
警
察
官
、
の
ち
に
殖
産
興
業
に
尽
力
す
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
年
）
七
月
十
六
日
｜
大
正
十
年
（
一
九
二
一

年
）
十
二
月
。
幼
名
を
真
太
郎
と
呼
び
、
長
じ
て
清
純
と
称
し
た
が
、
後
に
亭
介
と
改
め
た
。
王
政
維
新
に
は
戊
辰
の
役
に
出
陣
し
、
会

津
に
幕
軍
を
破
っ
て
武
勲
を
立
て
た
。
君
の
書
い
た
「
陣
中
日
記
」
は
、
そ
の
武
勲
を
物
語
っ
て
い
る
。
西
南
の
役
に
は
西
郷
軍
に
投
じ

た
が
、
役
が
終
わ
る
と
東
京
に
出
て
警
視
庁
巡
査
と
な
り
、
そ
の
後
熊
本
警
察
署
、
大
牟
田
警
察
署
な
ど
勤
め
、
警
部
に
進
ん
だ
。 

官
を
弁
し
て
か
ら
は
郷
里
に
帰
り
、
殖
産
興
業
を
企
図
し
て
農
村
の
経
済
開
発
に
努
力
し
た
。
ラ
ミ
ー
栽
培
を
い
ち
早
く
導
入
し
た
の

も
君
で
あ
り
、
荒
蕪ぶ

地
を
開
い
て
桑
の
新
種
を
移
植
し
た
の
も
君
で
あ
っ
た
。
ま
た
養
魚
に
資
材
を
投
じ
、
あ
る
い
は
黒
糖
製
造
を
起
し
、

あ
る
い
は
繩
莚
の
機
械
製
造
も
始
め
た
。
常
に
率
先
し
て
農
村
の
産
業
開
発
に
献
身
し
た
君
は
、
同
時
に
郷
土
農
村
の
先
覚
者
で
あ
っ
た
。

海 

老 

原 

為 

治 

北
麓
出
身
の
郷
士
、
北
海
道
開
拓
の
屯
田
兵
と
も
な
り
、
実
業
を
重
ん
じ
た
人
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
｜
昭
和
十
三
年
（
一
九

三
八
年
）
七
月
十
四
日
。
も
と
も
と
貧
乏
士
族
で
あ
っ
た
の
で
、
青
年
時
代
三
ヶ
年
を
屯
田
兵
と
し
て
北
海
道
開
拓
に
従
事
し
た
。
西
南
の
役
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